
























































































































































































































































































































































































































































響を受け、政治・社会学上の定義として、「警察」ではなく、「警察機能」に着目して唱えた定義である。Jean-Louis Loubet del Bayle, La 
police Approche socio-politique, Montchrestie, 1992, pp. 15-30. 詳しくは拙著「警察学の未来、フランスの視座から」『警察政策』第 16巻
2014年、83-87頁を参照。
30 警察の補充性に関しては、米田雅弘「脱警察化と行政機関に対する警察の役割（1）：「隙間なき危険防御」の法的位置づけ」北大法学
論集 65巻 5号 2015年、pp. 181-237.　米田雅弘「『警察権の限界』論の再定位―親密圏内における人身の安全確保を素材にして」第
17回行政法研究フォーラム「行政法理論と実務の対話―警察・安全と都市計画・まちづくり」2017年 7月 29日　配布資料を参照さ
れたい。


























33 J.-J. Gleizal, J. Gatti-Domenach et C. Journès, La police, Le cas des démocraties occidentales, PUF, 1993, p. 41-42. Pascal Mbongo, op.cit., p. 9. 一
部意訳。




36 戒能通孝「法律時評　警察のもつ五原則」『法律時報』第 40巻 5号 1968年、2頁。





恵―」『法学新報』第 123巻 9・10号 2017年、537-557頁を参照されたい。
本研究は、国立研究開発法人科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）「安全な暮らしをつくる新しい公／私空間
の構築」研究開発領域による研究成果の一部である。
